














































































8 ：30～ 8 ：50 開場・受付
8 ：50～ 9 ：05 開　　会 総合司会　鳴門教育大学　教　授　　小坂　浩嗣







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ؙِ ःगीଆૃৌੁ௓ਤ১ ّق਴ਛ ফ া  ঩઱ষكधધ৖ఐ৾੄भःगीଆૃ੦ম্ଉق਴ਛ
ফ া ঩ੁ৒كदপજऩऒधम؜ःगीदँॊऊ॑ਖ਼૵खथৌૢखथःऎऒधऋ؜ଫ਋৅ৄ؞
ଫ਋ৌૢदमऩः؜धःअऒधदघ؛
ؙणऽॉ؜ଫ਋৅ৄभৎम؜ःगीधઑॎोॊ৸थभ१ॖথ॑③ा਄ॉऽघ؛੔ে্पৄइॊभम
ೄःुभधऊ؜ฉलऊनअऊਖ਼૵ऋणऊऩःઑॎखःुभदघ؛जो॑जभৃद؜َ नअदुःःृُ
धਖ਼૵खऩःदَؚ ँोढءُध૎गॊ؛ऒो॑ੌ௶ष③ा঱ऑथَठॆढधा॒ऩदৄथःऌऽख
ॆअ؜ইज़টشखऽखॆअेُधੲਾ॑ુથखथःऌऽघ؛जखथ  ੗ऎभ੔ে্ऋओ༮पऩढथ؜
ःगीऊनअऊऋਖ਼૵दऌऽघ؛
ؙၞःઓःृౙखःઓः॑खथःॊ৕୹؞৳૧঻॑৏৚खपचङ  खढऊॉ૾யप਱ऌ়ॎऩऐो
यःऐऽच॒؛ःगीभহৰ॑ਖ਼૵घॊभपڭౝ৑दमदऌऽच॒؛ऱधাऴञাऊऊॉऽघ؛ज
भ৑पन॒न॒হଙमப৲ख ग़५ढ़ঞشॺखथःऌऽघऊैၠ੒ऋँॉऽच॒؛
ؙजोऊै؜ःगीैोथःॊ৕୹ध৊஘प؜ःगीपঢ়घॊੲਾ॑઀୹खथऎोञ৕୹ु؜खढ
ऊॉधஹढथऎटऔः؛
－ 30 －
ؙೄ๶ऩुभपणःथम༼رपखथ੔ে্मजभৃदَপຣ୏ُधऊَेऎँॊ؜ऒोएैःभऒधُ
ध໌૵औोॊॣش५ृ؜૘खିਔऔोॊटऐदીॎॊॣش५ऋँॉऽघ؛खऊख؜ೄ๶ऩुभुૌ৵
௬੼चङ؜পᎯᎴपधैइथऎटऔः؛হৰ॑৹सथःढञै؜੎পহ੧ऋऴऎऽोथःॊऊुखो
ऽच॒؛੔ে্पৄइॊुभम؜ऺ॒भཥ৛भ঳ഓदँॊधઓढथऎटऔः؛੎পহ੧॑๫ोऩऎ③
ा঱ऑॊञीप؜ೄ๶ऩुभ॑ૌ৵௬੼खऩः૑ਏऋँॉऽघ؛
੶ஈपेॊੲਾુથ؞஫୸
ؙೄ๶ऩुभदुَँोढءُधઓढञઇ৩म؜ઇ৩ੌ௶पਾઔखੲਾ॑ુથखऩऐोयऩॉऽच॒؛
जभৃदିਔ॑ଖइॊटऐदमऩऎ؜ੌ௶धखथৄஹॉधইज़টش॔ॵউऋ૑ਏदघ؛
ؙजभञीपु؜ଫः஺మऊै੶ஈ॑਄ढथउःथऎटऔः؛ওঔ৷౛दଡःऽच॒؛৕୹଻যभই॓
ॖঝ॑੿ॊऒधऋপহदघ؛૿ભऋऊॎॉ؜৾ফऋਤষखथुःगीमन॒न॒ਢःथःऌऽघ؛৵
৾ૅदःगीैोञ৕୹ऋর৾ૅदऽञःगीैोॊऒधुँॉऽघ؛ऒभৎ؜ૌுभওঔ؞੶ஈऋ
পःप૞અपऩॉऽघ؛
ؙऒभওঔधःअभम౐पःगी॑৅ৄखथ੶ஈघॊुभधखथधैइङ؜৕୹ञठभञीप؜৕୹
भਛশध୭୆भ૗৲॑ङढधইज़টشघॊुभटधधैइथःञटऌञःभदघ؛৸਩एॊाद؜ে
ણ॑੶ஈघॊওঔ৷౛॑ઇ୘੻৩ভऋଦढथःॊधऒौुँॉऽघ؛
ජೲखञੌ௶৓ৌૢध৊ഋਙ
َؙ ජೲखञੌ௶৓ৌૢ ؜ُऒोमःगीଆૃ੦ম্ଉभরदुశଞप੎ਏऩधऒौदघ؛ःगीਖ਻
पৌख؜ઇ৩଻যभৡ୤॔ॵউमপ૗পহऩऒधदघऋ؜଻যदमनअपुऩैऩःৎ৻पऩॉऽख
ञ؛଻رभৌૢभ଒ੀ॑ଓਘघॊधःअਔ௡द؜उ൩ःपජೲखञੌ௶৓ৌૢ॑खथऎटऔः؛
ؙੌ௶ऋੌ௶धखथਃચघॊञीपम؜౐पইज़شঐঝऩੌ௶؜୻इय৾ૅभ੻৩ভटधऊ৖ভ઼॑
ऎटऐदमऩऎ؜जभৣप७঑ইज़شঐঝऩँॊःमॖথইज़شঐঝऩੌ௶ऋഫઊठऔोथःॊ૑ਏ
ऋँॉऽघ؛ॣش५ভ৮भ৐भ஺మद؜َ ठॆढधऒोनअखेअَُ ऒोஃऐथेُधਞ௫प੉इॊ
ेअऩৃऋഫઊठऔोथऒज؜खढऊॉधखञੌ௶ऋअऽऎਃચखथःऎभदघ؛ऒोऋ؜৊ഋਙध
੉ॎोॊुभदघ؛
ؙ৊ഋਙधःअभम؜൤஺ऊैஃऐ়ढञॉ؜੍इ়ढञॉखऽघ؛೬ाৎ৑प૙৩஼द؜َ ઇఐभ
ઇइ্नअखेअ؛ठॆढध୔खः౿खथःॊেെऋःॊ॒दघُधৼ୥ऋँोय؜ऒो॑੔েभৡ
୤भऩऔध௬੼घॊभदमऩऎथ؜जोटऐઌએ৯पઅइथःॊधःअऒधदघ؛
ؙ৽ୡभ௹ऊऩଵ৶૙ृজشॲشऋَஎमऒअઅइॊऋَُ எभ৽ୡऊैमऒअटऋ ؜ُ଄ःযम଄ः
যऩॉपَ৽ୡमऩःऐोन؜ऒ॒ऩઅइ্मनअदघऊُध؜उ൩ःपਵख়ःৌਵघॊऒधपेढ
थੌ௶ऋਛশघॊभदघ؛ੌ௶धखथਛশख؜उ൩ःप॒৾दःऌऩऋै؜जभরद଻যऋਛশखथ
ःऎधःअ 2-/ق2QWKH-RE/HDUQLQJكधःअઅइ্दघ؛ऽञ؜ऒोऋ؜/HDUQLQJ2UJDQL]DWLRQ؜
৾ಆघॊੌ௶धःअઅइ্दघ؛
ؙઇ৩जोझोऋઌ໐पઅइฎा؜ੌ௶॑੿ढथ؜जभরषઇ୘৶୛॑োो੢ा؜যऋऊॎढथुਭ
ऐಲःदःऐॊेअऩੌ௶॑੿ढथःऊऩःधःऐऽच॒؛ঽ૓प୦दु੉इॊঢ়બ॑੿ढथःऌऩ
ऋै؜૙ৃधखथਛশख؜जऒद଻যुਛশखथःऎभदघ؛ॖথইज़شঐঝऩुभऋৣ੍इपऩढ
थ৿ःथःऎभऋੌ௶भँॉ্टधउઅइःञटऌञःभदघ؛ऽखथृেെ੐଑ऩ॒थःअभम؜
ਞ௮ऌ؜ਃૡ॑ਹऊचथ௮ऎ؜ऒोऋऩःधदऌऽच॒؛
－ 31 －
৕୹ऋ௫खऎৢइॊ৾ૅतऎॉ
ؙःगी॑ঽীञठभਖ਻धखथਭऐૃीॊऒधऋ౞ேଆૃभਸ਼঳నदघ؛৾ૅम৕୹पधढथ௫खः
৾लभ૬৑दँॉ؜ঽীञठभ೜ৃਚऋँॉ؜जखथ౸঵प௫खऎ૞ਸदऌ؜౸঵ऋীऊॊधःअৃप
खथःऌऽघҥ৾ಆ୭୆॑਱঱औचथःऎ঳୭धखथ؜ःगीभऩः਍৸؞਍ੱऩ૬৑॑੿ढथःऌऽघ؛
ऒअःअপऌऩधैइ্दःगीभ౞ேଆૃ॑ਤीथऎटऔः؛
ؙ৕୹ध৾ૅधभ৑पणऩऋॉभໃق९ش३কঝ؞঎থॻكऋँॊध؜৕୹पधढथ৾ૅमਔ௡ऋँॊ؜
੼கऋँॊुभधऩॉऽघ؛जभਔ௡तऐभໃऋ୬ऐोय୬ःऺन؜ૐ੮धभणऩऋॉऋਘीैो؜ૐ
੮৔भ౎঻ुপহपख؜ঝشঝुஹॊेअपऩढथऌऽघ؛जभໃऋજोोय؜ঝشঝमஹॉऽच॒ख؜
ૐ੮৔भযमनअदुःः؜ঽীपमঢ়બऩःधऩढथखऽःऽघ؛
ؙ৕୹ध৾ૅधभਔ௡भँॊणऩऋॉभໃ॑୬ऎखथःऎपम؜৾ૅऋ௫खःৃਚ؜ঽীपधढथਔ௡
भँॊৃਚ؜घऩॎठ೜ৃਚ॑੿ढथःऎऒधऋ্ੁदघ؛
ؙઃप؜౸঵੝ఒुপহदघ؛঺ভਙ॑ਛশऔचॊ॥঑গॽॣش३ঙথચৡभಆ੭म؜েെ੐଑टऐद
मदऌऽच॒؛ઇఐभরपुੌा੢॒दःऊऩःधःऐऽच॒؛
ঽഞᆾ৒૎भ୘ਛ
ؙਈ৏प؜৕୹भঽഞ௬੼؞ঽഞᆾ৒૎؞ঽ๑૎ੲभ୘ਛदघ؛০भ৕୹म્पऒोैऋశଞप࿅खः؛
ःगीमፚादକऒॊऒधऋ੗ऎ؜ऒोैऋ଩ःध؜ਫଝ૎॑৅มखेअधઓढथु؜ऩऊऩऊजअम
ःऌऽच॒؛ঽীम੼கभँॊয৑टधঽী॑ᆾ৒৓प௬੼घॊऒधम؜৕୹पधढथঽীऋপ৉पखढ
ऊॉधଌ॑ৣौघुधपऩॉऽघ؛ऒो॑୘थथःञटऌञः؛
ؙजभৎपপহऩभम؜ঽഞᆾ৒૎॑୘थॊञीपऺीॊऒधदघ؛धपऊऎੳीॊऒधऊै५ॱشॺ
ख؜ಇलञधऒौ؜ँॊःमಇलॊಇलऩःपऊऊॎैङ؜जभ৕ैखऔऋআढ़ॵध୾ॊधऒौ॑ग़থ
ঃডشওথॺ ৡतऐ खथःऎઅइ্दৰᄷखथऎटऔः؛
ؙङढधڬਡ॑਄ढथःञ৕ऋڱਡ਄ढञधखऽघ؛எम؜ਸਡ਌ଝध੉ढथःऽघऋ؜ڬਡऊैڱਡ
ਸਡऔोञ؜जोम૬ढ़भ੩ૺप਷ऋᆙऽॉटखञ؜َ ऒोमኂःآُधःअधैइ্॑घॊ๨दघ؛
ऽढञऎभෛᄏभൽो৉भরप਷ऋᩑाলखथऎॊऌढऊऐदघَ؛ ଐःऒधटآُध૎৿खथ؜঳ค
पಜव؛जअःअ৕୹पৌख؜َ எमँऩञ༵॑ॉपઓअ؜ঽཿदऌॊُधःअएैःभਞ੅ठ॑੅ढ
थமखऽघ؛
ؙुठौ॒؜੉ॎऩऐोयॲওधઓअऒधमखढऊॉ੐తखऽघ؛खऊख؜঩মमಳਡ॑੐తघॊ্ऋ
ਘघऍऽघ؛஡दुजअदघ؛৕୹षभધ཭मਯ੗ऎ੉ढथु؜ऺीॊऒधमऺध॒नखऽच॒؛टऊ
ैঽഞ౯৒૎ऋन॒न॒ਘऎऩॊभदघ؛
ؙऒोऊैम৾ૅटऐदमऩऎ؜ॳش঒धखथभ৾ૅतऎॉ؜৉ୠधુपँॊ৾ૅ॑؜ঢ়બਃঢ়ध৴௚
खथ৯੐औऩऎथमऩॉऽच॒؛औैप؜৉ୠभযञठभৡु೙ॉथનऊऩ৾ৡ॑णऎॉ؜঺ভਙ᩿॑
ുखथ؜৕୹भঽয়॑௕ढथःऎ্਱प؜঺ভमপऌऎ৿ऒअधखथःऽघ؛঺ভ॑଱ऑथा॒ऩद؜
৕୹ञठ॑୘थथःऐॊेअउൢःखञःधઓःऽघ؛
&23<5,*+7)5(( ളଲमಅ૭खऽघऋ؜෩੿ਥमڷۅقःगीଆૃ੍ର উট४ख़ॡॺपషരखऽघ؛
৅ষؙڷۅقःगीଆૃ੍ରكউট४ख़ॡॺহਜଂ
ؙؙؙٿ ೉ਣ਩๥୅৘๥୅঴ৈਣஊরਣ ୞৉
ؙؙؙবয়প৾১য๥୅ઇ୘প৾৽੾੫઺ম৖੫઺ୖ੫઺ઁਾબ
ؙؙؙਗ਼ਵ　088‐687‐6012
　　　http://www.naruto-u.ac.jp/research/bpproject/
－ 32 －
総合司会（小坂）
　山下学長，どうもありがとうございました。学長の方から「質問は？」という話がありましたけれ
ども，時間も参っておりますので，以上で山下学長の講演を終わらせていただきます。
　それでは閉会にあたりまして，鳴門教育大学理事・副学長，佐古秀一がご挨拶を申し上げます。
佐　古　秀　一（鳴門教育大学　理事・副学長）
　閉会にあたりまして，一言ご挨拶を申し上げます。本日は「第43回鳴教大教育・文化フォーラム」
と「平成29年度 BPプロジェクト第 1回徳島大会」の共同講演会ということで開催いたしましたところ，
このようにたくさんの方々にご参加いただきまして，誠にありがとうございます。
　特に，鳴門市教育委員会の安田教育長様には，ご多忙中のところご出席を賜った上に，開会にあた
りましてご挨拶いただきまして，ありがとうございました。
　また今回は，徳島県内の阿南・美馬に設置しております本学のサテライト，「つながルーム」と申
しますが，ネット配信いたしまして，遠隔地からもこの講演会に参加していただいております。阿南・
美馬から参加された皆さん，いかがだったでしょうか。あまり反応がないですね。（笑）
　台風の影響などもあり，当初予定しておりました講演者を急遽変更いたしまして，本学の山下学長
と阪根教授による講演に切り替えさせていただきました。やむをえない事情とは言いましても，当初
の計画から変更いたしましたことには，心からお詫び申し上げますが，私は結果的にはなかなか良い
お話を聞けたなと思っております。これはおべんちゃらではございません。
　と言いますのも，お二人の話から「いじめはどこにでも起きている」と，そういうことはたぶん皆
さん，講演をお聞きになるまでもなく頭では分かっている。但し，実際のところ自分の目の前で起こっ
ている事柄がいじめかどうか判断することは，なかなか難しい。そういうことを教えていただいたと
思います。
　また，仮にいじめだということに気が付いても，どう対応すれば良いのかということが次に出てこ
ない。こういう事柄が続きまして，実はご紹介がありましたように，いじめによる重大な事案に発展
していくということにつながっていくのだろうと思っております。
　本日の講演からは，これまでの先入観に捉われることなく，法の観点をよく理解した上で，子ども
の状況をよく捉えること。それから関係者，特に教職員が抱え込まずに，連携をして情報の共有や連
携を図っていくこと。それから 3点目には，いじめということがもし浮かんでくれば，最優先として
それに取り組むことなど，随分と教えていただいたと思います。
　今回の講演会は以上のように，これから我々がいじめ問題に取り組む基本的な姿勢と，それから対
応の仕方ということについての根本を，お二人から提供していただいたように思っております。
　さて本学は，宮城教育大学，上越教育大学，福岡教育大学と共に，ネットワークを構築いたしまし
て「いじめ防止支援プロジェクト」，いわゆる BPプロジェクトを推進しております。これは各方面
のご協力をいただいた上で，日々起こっておりますいじめ問題を色んな方と力を合わせて防止すると
いうことの研究と実践に取り組むというプロジェクトでございます。
　本学は，これからも山下学長のリーダーシップの下，いじめの研究とその防止に向けた実践的な活
動に積極的に邁進してまいります。その成果をこのように今後も広く発信してまいりますので，皆様
方のご協力を今後ともよろしくお願いいたします。
　今回の講演会を開催するにあたりましては，鳴門市教育委員会，それから阿南市教育委員会，美馬
【閉会式・主催者代表挨拶】
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市教育委員会，並びに徳島県教育委員会，そして徳島県内の校園長会，それから報道機関の皆様方の
ご協力をいただきました。心から御礼申し上げます。
　最後になりましたが，今回の講演会において急遽講演を引き受けていただきました山下学長と阪根
教授に，身内の者でありますが謝意を表したいと思っております。ありがとうございました。
　これで，簡単ではございますが，閉会の挨拶にさせていただきます。皆さん，本当にありがとうご
ざいました。（拍手）
総合司会（小坂）
　以上をもちまして，「第43回鳴教大教育・文化フォーラム」，並びに「平成29年度 BPプロジェクト
第 1回徳島大会」を終了いたします。
　お帰りの際にはアンケートを受付の回収箱にお入れくださるよう，ご協力をよろしくお願いいたし
ます。
　本日はどうもお疲れさまでした。ありがとうございました。（拍手）
（終　了）
－ 34 －
ご職業についてお伺いします。 １　今日のフォー ラムの“テーマ”は，今日的なものであった。
２　今日のフォー ラムの“内容”は，あなたにとって
　有益なものであった。
3　いじめ問題について，理解が深まった。
４　本事業を何で知りましたか。 ５　勤務地（あるいは居住地）は，どちらですか？
6　性別について
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。 （　）内は回答数を示す。
（　）内は回答数を示す。
職場（学校）（299）
ちらしやWebで（14）
知人・友人の紹介（3）
その他（13）
無回答（4）
小学校教員（165）
中学校教員（75）
高等学校教員（6）
特別支援教員（0）
幼・保育教員（19）
大学教員（6）
学生（38）
公務員（18）
会社員（0）
その他（11）
無回答（25）
そうである（288）
ややそうである（40）
どちらともいえない（4）
あまりそうではない（1）
そうではない（0）
無回答（0）
そうである（258）
ややそうである（61）
どちらともいえない（9）
あまりそうではない（3）
そうではない（0）
無回答（2）
そうである（246）
ややそうである（75）
どちらともいえない（9）
あまりそうではない（2）
そうではない（0）
無回答（1）
鳴門市内 (274)
鳴門市外 (30)
県外（18）
無回答 (9)
男 (122)
女 (202)
その他（2）
無回答 (7)
45.5％
20.7％
1.7％
3％0.0％
10.5％
1.7％
5.2％
0.0％
86.5％
77.5％
18.3％
73.9％
22.5％
89.8％
4.2％
0.9％ 3.9％ 1.2％
36.6％
60.7％
0.6％ 2.1％
82.8％
5％
6.9％
12.0％
1.2％
0.3％ 0.0％
0.0％
2.7％
0.6％ 0.0％
0.3％ 2.7％
0.9％ 0.0％
0.6％
9.1％
5.4％
2.7％
第43回鳴教大教育・文化フォーラム　3会場　来場者アンケート集計結果
参加者数　488　回答者数　363　回答率　74.4%
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【フォーラムに関する意見・感想】
　○　大学を核として行われている取り組みについて知ることができて良かった。※地元の大学が「い
じめ」対策について中心的役割を果たしているということから，自分自身もこの問題について，
現場で生かしていきたい。
　○　サテライトにて，わかりやすく受けることができました。ありがとうございました。「いじめ
防止基本方針」の学校独自の作成と，PDCAサイクルによる改善により，よりよいものとして
児童生徒を守っていくことの大切さ，そして何よりその継続により教師自身の立場も心身も守っ
ていくものだということがよくわかりました。本当にありがとうございました。
　○　教育法制論を学んでいないので，自分の経験のみで教師をやりました。ぜひ今回のようなテー
マでの講演をよろしくお願いします。
　○　有意義な講義内容，配布資料であった。再度資料を読み返して，まとめ活用していきたい。対
応策についての研修を進めたい。
　○　道徳の教科化
　○　具体的な内容が多く，聴きやすく，分かりやすかった。
　○　いじめ防止対策推進法や取るべき措置について理解を深めることができた。
　○　大変勉強になりました。ありがとうございました。今後，不登校問題について，特別支援教育
について研修できる機会があればと思います。
　○　いじめに対する対応は，ほんとうに大変です。教職員が協力して対応にあたることの必要性を
改めて知ることができました。
　○　防災の教育に伴う，学校の運営（避難所のことなど）
　○　概念的，理念的，理想的なお話よりも，具体的現実的，反省的に，様々な現場の実例を細かく，
示していただける方が，自分たちの現場により多くのことを活かせるように感じます。
　○　阪根先生のお話は，いつ聞いても具体的・実践的で有意義なお話です。それでいて，「目から
ウロコ」的な内容が含まれており，平素の自分の言動を振り返りながら，聞かせていただきまし
た。今回特に心に残ったのは「傍観者は，迷っている」とのことでした。そこを正しい方向（で
きれば行動）に導くのは，教員の態度（発言・行動）であると思います。いじめを許さない雰囲
気は，多数派でなくては，効果がほとんどないと思います。正しい考え・行動が認められ多数派
となる学校を作っていきたいと思います。
　○　いじめ問題について。スマホ等のトラブルや対策
　○　SNS 等，ネットトラブルへの気づき，発見，対処等
　○　いじめの対応について明確になって大変勉強になった。
　○　いじめ防止対策推進法について理解ができました。
　○　いじめ解決への対応と法律との関係がくわしくわかりました。教師は，いじめられている立場
の絶対的な味方でいることの再認識をしたフォーラムでした。SNS 上のいじめへの対応は，難
しい点が多く，子ども達や保護者より相談を受けます。ネット上の事例への関わりの方法，解決
の仕方を知りたいと思います。ネット上にふみこんでいくということは，相応なすべを，どの教
員も持たなければ，できません。警察のサイバー犯罪組織との関連や学校ができることをもっと
知りたいので，今後のテーマに取り上げていただければありがたいです。
　○　サテライト方式は初めての参加だったが，特に問題もなく講演内容もよく理解できた。遠隔地
の教員の負担軽減の面でも大いにプラスである。県教委の出張等でもぜひ取り入れてほしい。ま
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た，台風の影響で講師の方々が来られなかったのがとても残念でした。何かの機会にぜひご講演
を拝聴してみたい。
　○　最近，特別支援学級入級の生徒の不登校が多いように思いますので，このことに関するテーマ
を取り上げていただきたいと思います。
　○　子どもどうしで，うまく関わりがもてなくなっているような気がする。コミュニケーション力
をつけるには，小学校からどのような活動をしていけばいいだろうか。
　○　授業力向上。新学習指導要領等について
　○　今回のフォーラムのテーマが「いじめを考える」だった為，子ども同士のいじめ問題，教師か
ら子どもへの悪意のないいじめのお話がありましたが，子ども（保護者）から教師へのいじめの
お話がありませんでした。もちろん，子どもが一番大切です。しかし，昨今は教師が傷付けられ
ていることがとても多いように思います。教師側のケアについても今後取り上げていってほしい
です。
　○　「BP」「ドラえもんといじめ」のリーフレット参考になりました。ありがとうございました。（絵
はゼミの学生さん？）
　○　コミュニティスクール。働き方（ワークライフバランス，長時間勤務の改善など）。ネットト
ラブル（インターネットの利用など）
　○　今後もいじめについてフォーラムをしてほしい
　○　業務改善。地域連携（コミュニティスクール）
　○　貴重なお話をきけました。現場で，今日きいたことを頭のすみっこにでも留めておきたいです。
　○　阪根先生の講演が，特に勉強になった。義家先生と森田先生のお話を聞けなかったのは残念だっ
たが，久々に“学長節”が聞けて元気を頂いた。ありがとうございました。
　○　阪根健二先生のお話は何回聞いても勉強になります。先生の経験をふまえた講演はこれからも
また聞きたいと思いました。
　○　LINE，ツイッターを中学生が使うことでの喚起・注意など
　○　特別支援教育について取り上げてほしい。
　○　阪根先生のお話，すごくためになりました。「法律上は」という言葉に，むずかしいいじめの
問題が助けられると思いました。私はクラスでは，「いじめはある」「起こって当たり前」と伝え，
皆でその前提のもと日々こまかいトラブルなどに対応するようにしています。
　○　なかなか研修に来ることができないくらい多忙なので，いじめについて法律で決められている
ことをよく把握し，対応しなければならないということを理解できてよかった。法律に基づいて
対応すると言いつつも経験に基づいて対応されている気もする。教師の立ち位置はもちろんいじ
められる側にあるべきという理想と法律があるわけだが，全てそうだと言いきれるほど学級，学
年，学校経営は甘くなく，色々なパターンに対応していかなければならないと思う。法律として
処理するということにまだ冷たさを感じてしまうのは慣れていないからだろうか。
　○　いじめ事象による不登校児童にかかわっている日々でしたので阪根先生，山下学長先生のお話
をきいて大変勉強になりました。いじめの対応，概念を考え直す必要があるということを何より
もまず，職場の先生たちに伝えていきたいです。貴重な学びの機会をありがとうございました。
　○　今後，取り上げてほしいテーマとして・・・
　　　特別支援学級に入級していない生徒の中にも明らかに支援が必要な生徒がいる。その生徒たち
への授業での対応や生活面での問題行動を起こさせないような手法を学べるような講演，演習を
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希望します。
　○　学校には様々な課題が押し寄せており，教師の多忙感は増す一方である。その中で最も大切に
すべきことが見失われかねない状況にあるように思う。子どもたちが学校に行くことに価値を見
出せること，居場所があること，自己実現に向けて力を発揮できることなど安心・安全な学校を
つくり出していくことが我々教員の最大の義務であると感じる。だからこそ，いじめを中心とし
た人権意識の高まりなしには解決できないことに対して，教員自身が真摯に向き合っていく必要
性をあらためて認識することができた。
　○　細かいポイントでも“気づく”ということが大切なことだと思ったし，これからは長期休み明
けになるので小さな変化を見逃さないようにしたい。
　○　BPプロジェクトの大会へは初参加で，法律のことなど，とてもよく分かり，勉強になりました。
ありがとうございます。
　○　性の多様性について
　○　いじめ，自殺の様々な問題について，改めて考えさせられました。いじめ防止対策推進法の法
律に基づいて，法律上はいじめになるという自覚を我々教師はもつべきであるし，対応のツール
にしていくこともできると感じました。死に直結するという危機感をもった対応と，姿勢がひつ
ようだということを学びました。いい勉強ができました。
　○　今後，部活動のあり方なども取り上げてほしいです。
　○　いじめ問題の対応に学校現場は苦慮している。今後も，対応事例等を紹介していただければと
思う。時に子ども同士では解決していく保護者が納得できず解決が困難なこともあるため，それ
らの対応についても教えていただければと思う。
　○　最優先に取り組むことの重要性と気づく，かかわる，信頼をつなぐといった日常の生活で築く
ことの大切さを再認識できました。「法律上は，これもいじめです」と言ってすばやく対応する
こと，いじめは日常にあるものと捉えること。山下先生のあたたかい語り，真理をふきこんでく
れる声・・・教職大学院 2年間で学んだ 7年前をとてもなつかしく思ったし，あの充実した学び
をありがたく思いました。お世話になりました。お二人の近くで勤務できて幸せです。
　○　講義中にもおっしゃっていた性同一性障害について知りたいと思いました。
　○　非常に興味深く拝聴させていただきました。それと同時に勉強不足であるとも痛感しました。
ネットで資料を確認させていただいて，また活用していけたらと思っています。今日は研修がで
きて，とてもよかったと思っています。ありがとうございました。
　○　道徳教育。教員の勤務実態（部活動指導）
　○　外国語教育。特別支援。発達障害
　○　第 1回 BPに引き続き，今回も有意義な時間をすごさせていただき，ありがとうございました。
自分を見つめなおすことができました。今回のお話を校内での研修でも聞くことができればいい
なぁと思います。山下先生，阪根先生ありがとうございました。
　○　育ち方・体験・考え方・とらえ方が人それぞれであり健康（心も体も）な人となるよう子ども
たちとかかわりたいと思いますが，今，私が「どうすれば」と悩んでいることがあります。され
る，してくれないと育った大人をどのようにサポートしていけば・・・いろいろと今日の話をき
いてためしてみたいと思います。
　○　いじめについて，いつどこでも起こりうることだと考えることができました。いじめの芽を見
逃さず，学校全体で取り組んでいくことが大切だと思いました。
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　○　性別違和への理解を深める内容
　○　“いじめ”は，起こりうることかもしれないけれど起こったことを隠さず，長い目で対応する
必要性を感じています。子どもの周りにいる私たちの考え方で心の成長も異なると思っています。
　○　阪根先生のお話をきいて，意識が少し変わったように思います。すばらしいご講演をありがと
うございました。学部時代にも阪根先生のお話（いじめについて）は何度か聞いたことがありま
すが，そのときとはまた違った立場（気持ち）で聞くことができました。また機会があれば阪根
先生のご講演を聞きたいです。
　○　スタッフの皆様には朝早くから駐車場案内や受付などお世話になりました。会場内でどうぞ前
の方からと声をかけられているスタッフさんがいるにもかかわらず，後ろの方から席とりをする
方が多いことに胸が痛みました。各校，園，研修の際には前からつめて座るように声かけが必要
なのかと，意識の低さを感じました。いじめというテーマのフォーラムでしたので特に「周りに
合わせるよう」「みんなそうしているから」という考え方が気にかかりました。ご準備，ご講演
をしてくださった方々に対しても失礼です。細かいことかもしれませんがそのようなところから
意識を変えていかなくてはとおもいました。講演の中では「法律上のいじめ」の定義について学
び，これからは保護者に対してもそのように知らせていかなくてはならない時代になってきたの
だと痛感しました。そして，私たち教師が学び続けて子どもたちにフィードバックしていかなく
てはいけないと思いました。子どもたちに対しておかしいことはおかしいと言い合える大人同士
の関係性を見せていくことも必要であると感じました。まずは，自身の周りの環境をととのえて
いきたいと思います。貴重なお話を，ありがとうございました。
　○　いじめについて，考えさせられる機会となりました。幼稚園では，いじめにつながるような行
動，相手の気持ち，言葉など遊びのなかでのかかわりなど，しっかりと見守り，援助していかな
ければいけないと思いました。
　○　教員の多忙解消，働き方改革。部活動（課外活動）の在り方
　○　被害妄想（気味）の子どもと親への対応に苦慮しています。子どもたちからも○○さんとの関
わりには気をつけようという意識が見られ，被害者側に立って指導する難しさも感じながら命は
守らないとという気持ちです。ありがとうございました。
　○　学校現場におけるワークライフバランスについて
　○　最近は人と人とのコミュニケーション能力が少なくなっていることが気にかかる。これが，い
じめにもつながっているように感じる。社会，親，教師等も忙しさにおわれ，ゆっくり子どもと
向き合えない・・・。課題ばかりが見え，解決の糸口が見えない。親のクレーム対応にも時間を
うばわれており，古きよき時代の学校の姿は今はないように思うのは自分だけ・・・？
　○　これまでの，現在の教育活動を省察するチャンスにしたいです。
　○　いじめが日常業務で最優先だと改めて認識しました。過去のイメージをすて，法律上のいじめ
と今までのギャップをしっかり認識しないといけない。いじめは死につながると肝にめいじなが
ら，日々がんばりたいと思います。また次回のBPプロジェクトに参加できる日を楽しみにして
います。本日は本当にありがとうございました。
　○　働き方改革〈管理職用・教職員用〉
　○　非常に素晴らしいフォーラムでした。いじめの対応や教師の在り方について理解が深まりまし
た。ありがとうございました。サテライトに加え，鳴門市をあげての研修会に感銘をうけました。
　○　代理とおっしゃっていましたが，大変わかりやすく，大変重要なことを話してくださり，本当
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にありがとうございました。「いじめ」のこと，改めてこわい，と思いながら考えることができ
ました。
　　　森田先生の話，またいつか必ず実現させてください。
　　　山下学長のお話，久しぶりに聞くことができ，とてもよかったです。院生時代の学びを思い出
せました。
　○　阪根教授の話の中に一瞬出てきましたがコミュニティスクール，地域協働についてこれからの
学校には必要なことだと思います。ありがとうございました。良い勉強の機会になりました。
　○　「法律的には」という対応法はわかっていたつもりでもあまり意識しないので，留意したいと
思った。
　○　いじめの問題は他の様々な仕事よりも最優先するべきことであることを改めて認識した。夏休
みまでは特に大きな問題はなかったが，これからどのようなことが起きるのかわからないので気
を抜かずに子どもたちを見ていきたい。
　○　とても分かりやすい話し方で，すぐ，学校の方で生かせる話が聞けて良かった。子どもに対し
親身になって，共有して協力して（現場で）いじめ対応していきます。
　○　保護者対応，法規。道徳教育
　○　アクティブラーニング。主権者教育。キャリア教育。人権教育と道徳教育
　○　カリキュラムマネジメント。道徳科
　○　これからの教員に必要となる能力について聞きたい。
　○　今日のフォーラムについての感想です。
　　①　法律上の「いじめの定義」を現場におろしていくことは，保護者，生徒との人間関係，信頼
関係上とても無理があると感じました。特に法律上では加害者の立場となる，生徒・保護者か
らの理解は，とても難しいと思いました。
　　②　善意から発した言動がかえって，相手を傷つけている事例はよくあると思います。（不登校
など）それならば，どのような対処をすればよいのか，具体的に教えていただきたかったです。
　○　新学習指導要領の理念。虐待について（児童・生徒）
　○　地域や保護者，校種間の連携について。効果的な連携のとり方や，課題への取り組み方につい
て知りたいです。
　○　現場の多様な事例に関わってこられた阪根先生の解説がとてもわかりやすかったです。教師が
毅然とした立ち位置で対応することの大切さを忘れず，みんなが安心して過ごせる学級を作って
いきます。
　○　いじめにはいろいろなパターンがあります。本日のお話のように教師の対応によって解消され
たものはすばらしいと思います。ところで，いじめを受けていても表に出ず，事件も起こらず，
学校を出て社会に出ても消極的な排除を受ける人たちがいます。その中には「空気を読めない」
と呼ばれる人が多くいます。「隠れた弱者」とも呼びたいのですが，そういった対人スキルを学
ばせていく手段をぜひ知りたいです。いじめを知り解消に向かうことの大切さは，多く学べまし
たが，いじめをいじめられた者が能動的にはね返していく力をつけてやる，そういう方法を知り
たいです。
　○　LGBTによるいじめという話題があったが，教員自身も LGBTの理解が十分でない人もいる
ので，LGBTについて詳しく知りたい。発達障がいの児童が増えてきているが，特別支援の担当
でないと特別支援を必要とする児童への対応の仕方を研修する機会がほとんどないので，特別支
援に関するフォーラムをしてほしい。
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